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北海道の北東部、オホーツク管内のほぼ中央に位置する遠軽町。

本町の自治の歴史は、大正 8 年 4 月に、現在と行政区域を同じくする「遠軽村」

（昭和 9 年 4 月町制施行）が上湧別村から分村したことから始まり、大正 14 年には

生田原村（昭和 29 年 4 月町制施行）、昭和 21 年には丸瀬布村（昭和 28 年 10 月町

制施行）と白滝村が分村し、それぞれ特色を生かして発展してきたが、平成 17 年 10

月 1 日、町村合併により新しい「遠軽町」が誕生した。

町の面積は、全国の町村の中で２番目に広く（1,332.45km）、その９割近くは大雪

山系の山々から連なる豊かな森林が占め、そこから生み出される湧別川などの清流

に沿うように平野が帯状に広がっている。平成 28 年、森林（もり）と清流（みず）

に恵まれた豊かな自然、特色を反映させた町民憲章及び町花、町木等が制定された。

夏は乾燥した南風によって 30 度を超える日も少なくなく、冬は流氷の影響により

氷点下 20 度を超えることもあるが、山間部を除けば積雪も比較的少なく温和である

ことから、年間を通じて暮らしやすいまちとして、オホーツク地域における主要生活

拠点の一つとなっている。

生活基盤は、旭川と北見・網走を結ぶ JR 石北本線が運行しているほか、国道 242

号、333 号が横断・縦貫し、高規格幹線道路「旭川・紋別自動車道（国道 450 号）」

や地域高規格道路「遠軽北見道路」も一部開通しているため、交通の要衝となってい

るほか、第二次医療圏のセンター病院を有するなど、町民のみならず周辺の住民にと

っても生活の拠点となっている。

基幹産業である農業は、畑作と酪農が中心で、近年の農業を取り巻く情勢は厳しい

が、体験や研修を行うなど就農に向けた支援・サポートを行っている。

林業は、国産ピアノに使われる響板の３分の２が町内で製造されていることから、

町有林内のアカエゾマツ人工林 11 ヘクタールを「ピアノの森」として設置。アカエ

ゾマツ人工林材の高付加価値化の推進、需要拡大に努めている。

また、町内にある㈳北海道家庭学校の敷地内には、オリンピックゆかりの木があ

る。これは、1964 東京オリンピック開催時、44 の参加国の間で交換された樹木の種

子から育った苗木のうち、10 種類が植樹されたもので、遠軽町で育ったこの樹木は、

50 年の時を経て日本オリンピックミュージアムに活用されており、新たな木製品と

しての活用や観光資源の活用などが検討されている。

観光面では、黒曜石国内最大級の産地「白滝ジオパーク」、道内で唯一動体保存を実

現した森林鉄道蒸気機関車「雨宮 21 号」が園内を走るいこいの森を有するほか、令

和元年 12 月には、旭川・紋別自動車道「遠軽 IC」に隣接する道の駅「遠軽森のオホ

ーツク」がオープンした。この道の駅は、スキー場にも併設されており、冬のスキー

やスノーボードはもちろんのこと、夏にも楽しめるアクティビティが順次オープン

している。今後も、オホーツクの玄関口として地域経済や地域社会の活性化に大きな

役割を果たすことが期待される。



総 数 男 女

平成17年 9,866 23,648 11,486 12,162 17.7

平成22年 9,617 22,265 10,742 11,523 16.7

平成27年 9,278 20,873 10,081 10,792 15.7

年 世帯数 人口総数 年 世帯数 人口総数

平成24年 10,689 21,932 平成29年 10,436 20,483

平成25年 10,661 21,776 平成30年 10,310 20,118

平成26年 10,642 21,522 平成31年 10,211 19,751

平成27年 10,584 21,183 令和2年 10,144 19,446

平成28年 10,494 20,789 令和3年 10,065 19,147

総 数

人 口 率 人 口 率 人 口 率 人 口

平成17年 1,021 9.3 2,289 21.0 7,588 69.4 10,926 28

平成22年 871 8.9 1,873 19.1 7,037 71.9 9,926 145

平成27年 778 8.1 1,820 19.0 7,000 72.9 9,676 78

備 考
人 口

年 世帯数
人 口

密 度

（出典：各年「国勢調査結果（総務省統計局）」）

（出典：各年「国勢調査結果（総務省統計局）」）

住民基本台帳（各年3月末現在）

単位　：　戸 ・ 人

単位　：　人・ ％

分類

不能

第 1 次 産 業 第 2 次 産 業
年

第 3 次 産 業
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単位　：　千円

令和３年度 令和2年度 比較増減 増減率　(%)

19,494,000 19,591,000 - 97,000 - 0.5

2,187,656 2,175,608 12,048 0.6

354,790 343,697 11,093 3.2

2,181,251 2,148,376 32,875 1.5

78,610 77,303 1,307 1.7

4,802,307 4,744,984 57,323 1.2

収入 730,325 1,271,693 - 541,368 - 42.6

支出 966,394 1,479,336 - 512,942 - 34.7

収入 1,285,434 1,532,016 - 246,582 - 16.1

支出 1,655,439 1,841,306 - 185,867 - 10.1

収入 2,015,759 2,803,709 - 787,950 - 28.1

支出 2,621,833 3,320,642 - 698,809 - 21.0

下 水 道 事 業

合 計

特

別

会

計

公
営
企
業
会
計

水 道 事 業

合 計

個 別 排 水 処 理 事 業

会 計 区 分

一 般 会 計

国 民 健 康 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

介 護 保 険
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単位　：　千円

節 令和３年度 令和2年度 比較増減 増減率(%)

（議員） 40,656 40,656 0 0.0

（会計年度任用職員） 1,854 1,837 17 0.9

（議員） 17,339 17,533 - 194 - 1.1

（会計年度任用職員） 155 154 1 0.0

（議員） 13,254 13,945 - 691 - 5.0

（会計年度任用職員） 324 305 19 6.2

7 128 128 0 0.0

8 3,773 3,812 - 39 - 1.0

9 700 700 0 0.0

10 2,245 2,188 57 2.6

11 249 202 47 23.3

12 1,007 1,051 - 44 - 4.2

13 514 519 - 5 - 1.0

17 30 30 0 0.0

18 1,078 1,094 - 16 - 1.5

83,306 84,154 - 848 - 1.0

19,494,000 19,591,000 - 97,000 - 0.5

0.4 0.4

負担金補助及び交付金

備品購入費

使用料及び賃借料

委託料

構 成 比 （ A / B ） ％

一 般 会 計 歳 出 総 額 （ B ）

議 会 費 合 計 （ A ）

役務費

需用費

交際費

旅 費

報償費

区　　　　　　分

報酬

職員等手当

共済費

1

4

3
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条例 現在 欠員

自

至

４　　年

前期 （平成29年10月26日～令和元年10月29日）

後期 （令和元年10月30日～令和3年10月22日）

定　　数 任　　期

6

5

5

7 ２　年

委員数 任　　期

4 ４　年

20歳
～

39歳

40歳
～

49歳

50歳
～

59歳

60歳
～

69歳

70歳
～

79歳

80歳
～

89歳

平均年
齢

最年長 最年少

1 1 2 6 5 1 64.5歳 80歳 36歳

現員　16人 男性　14人　 女性　2人 女性の構成比率　12.5％

議 会 広 報 特 別 委 員 会 発行：定例会終了後・町内の全世帯に配布

（令和3年4月1日現在）

（５）　年齢別議員数

（６）　政治分野における男女共同参画の進捗状況

名　　　　　　　　　称

２　年

総 務 ・ 文 教 常 任 委 員 会

備　　　　　　考

議　長　は　辞　任

名　　　　　　　　　称

議 会 運 営 委 員 会

経 済 常 任 委 員 会

民 生 常 任 委 員 会

備　　　　　　考

（１）　議員定数　・　任期

（２）　議長　・　副議長の任期

（３）　常任委員会　・　議会運営委員会

（４）　特別委員会

定数減少条例の
施　 行 　月 　日

議　　員　　定　　数
任　　　　　　　　　　期

16 16 0
平成29年10月23日

令和 3年 10月 22日
平成29年3月17日公布
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1　回 2　回 3　回 4　回 5　回 6　回 7　回 8　回 9　回 10　回

4　（　） 4　（　） 3　（　） 5　（2） 0　（1） 0　（1） 0　（　） 0　（　） 0　（　） 0　（1）

人　数

6

6

3

1

区　分 局　長 参事 係　長 主　任 計 議　会 その他

専　任 1 1 1 0 3 4 345

全文記録　（調整は外部委託）

要点筆記

本会議

委員会

無 会 派 日本共産党1

無所属3

（１）　会議録

職 員 数 条 例 定 数

町 民 ネ ッ ト

※　（　　）は、町村合併前からの通算

（７）　当選回数別議員数

（８）　会派構成

（９）　議会事務局

無所属5　・　公明党１　

会 派 名 称

撰 の 会

所 属 議 員 の 党 派

新政ク ラブ 無所属6

－6－



R 3.4.1～ H 17.10.1～

議 長 295, 000 円 36.4% 日   当
　　2, 200円

副 議 長 235, 000 円 29.0%

（ 湧 別町及 び 佐 呂 間
町におい て 宿 泊 を 要
し た 場 合 は1/ 2）
（道 外 5割 増 ）

常任委員長 212, 000 円 26.2%
宿 泊 料
　　9, 800円
（道 外 5割 増 ）

議運委員長 212, 000 円 26.2%
車 　賃
　1㎞ 　37円

議 員 201, 000 円 24.8%

R 3.4.1～ H 17.10.1～

町 長 810, 000 円 日　 当
　　2， 200円

副 町 長 640, 000 円

（ 湧 別町及 び 佐 呂 間
町におい て 宿 泊 を 要
し た 場 合 は1/ 2）
（道 外 5割 増 ）

教 育 長 555, 000 円
宿 泊 料
　　9, 800円
（道 外 5割 増 ）

旅 　　　費
H 17.10.1～

（１）　議　員

（2）　特別職

加 算 割 合
15/100

区 分
給 料 月額

H 17.10.1～
旅 　　　費

H 17.10.1～

6月支 給 分
222.5/100

12月支 給 分
222.5/100

合 　　計
445/100

期 末 手 当

6月支 給 分
222.5/100

12月支 給 分
222.5/100

合 　　計
445/100

加 算 割 合
15/100

期 末 手 当
区 分

報 酬  月 額
H 17.10.1～

町長給 料
と の比較
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（令 和 2年 4月 1日～ 令 和 3年 3月 31日）

区 分

道 外

道 内

備 考

任期 中 　　1回／ 4泊 5日以 内

日 数

12 日

9 日

16 日

開 催 延 日 数

14 日

旅 費 150， 000円 以 内

（３ ）　常 任委員会行 政調査

総 務 ・ 文 教

民 生

経 済

合 計 37 日

広  報  特  別 委 員 会  4　人
( 平 成29年 10月 26日～ 　　　　　　　　　　）

名 称

決 算審 査 特 別委員会
（令 和 2年 9月 ）

42 日

5 日予 算審 査 特 別委員会
（令 和 3年 3月 ）

公　用 　車 　使 　用

人 数

14　人
（議長・議会選出 監 査 委員を 除 く 全議員）

１5　人
（議長を 除 く 全議員）

開 催 延 日 数

3 日

必 要に 応 じ て 　（1泊 2日以 内 ）

（４ ）　特 別委員会

（１）　常 任委員会

（２ ）　議会運 営 委員会 （令 和 2年 4月 1日～ 令 和 3年 3月 31日）

区 分 開 催 延 日 数

－8－



平成17年10月合併後

代 氏　　名 就　退　任 代 氏　　名 就　退　任

初 竹　内　徳　治
平成17年11月7日～
平成21年10月22日

初 山　田　和　夫
平成17年11月7日～
平成21年10月22日

2 前　田　篤　秀
平成21年11月5日～
平成25年10月22日

2 浅　水　輝　彦
平成21年11月5日～
平成25年10月22日

3 前　田　篤　秀
平成25年11月7日～
平成29年10月22日

3 杉　本　信　一
平成25年11月7日～
平成29年10月22日

4 前　田　篤　秀
平成29年10月27日～
現在

4 今　村　則　康
平成29年10月27日～
現在

代 氏　　名 就　退　任 代 氏　　名 就　退　任

初 北　川　健　司
平成17年10月23日～
平成21年10月22日

初 枝　松　邦　幸
平成17年12月16日～
平成21年12月8日
（H19.4.1～副町長）

2 佐々木　修　一
平成21年10月23日～
平成25年10月22日

2 広　井　澄　夫
平成21年12月17日～
平成25年12月16日

3 佐々木　修　一
平成25年10月23日～
平成29年10月22日

3 広　井　澄　夫
平成25年12月17日～
平成29年2月28日

4 佐々木　修　一
平成29年10月23日～
現在

4 厂　原　　　收
平成29年12月18日～
令和2年3月31日

5 舟　木　淳　次
令和2年４月1日～
現在

代 氏　　名 就　退　任

初 河　原　英　男
平成17年11月11日～
平成21年11月10日

2 河　原　英　男
平成21年11月11日～
平成25年11月10日

3 河　原　英　男
平成25年11月11日～
平成29年11月10日

4 河　原　英　男
平成29年11月11日～
令和  2年11月10日

5 河　原　英　男
令和  2年11月11日～
現在
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議 席 氏 名 職 業 党 派
合 併 後
当選回数

合 併 前
通算回数

1 髙
たか

橋
はし

義
よし

詔
のり 会社役員 無 4 6

2 稲
いな

場
ば

仁
じん　

子
こ 自営業 無 3 4

3 佐
さ

藤
とう

登
  の

登
ぼる

登 無職 無 1 -

4 秋
あき

元
もと

直
なお

樹
き 会社員 無 2 -

5 一
いちのみや

　宮　　龍
たつ

彦
ひこ 会社役員 無 2 4

6 竹
たけ

中
なか

裕
ひろ

志
し 無職 無 2 -

7 渡
わた

部
なべ

正
まさ

騎
のり 自営業 無 1 -

8 山
やま

谷
や

敬
けい

二
じ 無職 無 4 5

9 阿
あ

部
べ

君
きみ

枝
え 会社員 公明党 3 -

10 前
まえ

島
しま

英
ひで

樹
き 農業 無 1 -

11 佐　藤
さ　とう

昇
　の

昇
ぼる

昇 無職 無 2 -

12 山
やま

本
もと

悟
   さ

悟
とる

悟 無職 無 1 -

13 黒
くろ

坂
さか

貴
たか

行
ゆき 会社役員 無 4 -

14 岩
いわ

澤
さわ

武
たけ

征
ゆき 無職 日本共産党 4 -

15 今
いま

村
むら

則
のり

康
やす 無職 無 3 -

16 前
まえ

田
だ

篤
あつ

秀
ひで 会社役員 無 4 10

（任期　：　平成29年10月23日　～　令和3年10月22日）
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後期

佐藤    昇

任期：H29.10.26～R3.10.22

任期：R1.9.26～R3.10.22

任期：H29.10.26～R3.10.22

（令和元年10月30日～令和3年10月22日）

副 議 長 今　村　則　康

総 務 ・ 文 教 常 任 委 員 会

会計監事

岩澤　武征

髙橋　義詔

竹　中　裕　志

阿部　君枝 渡部　正騎

委 員 長 秋　元　直　樹 委 員 長

山　本       悟

副  会  長

議 長 前　田　篤　秀

副委員長

民 生 常 任 委 員 会

副委員長副委員長 佐　藤　　　 登

今村　則康

佐　藤　　　 昇

稲　場　仁　子

稲　場　仁　子

経 済 常 任 委 員 会

委 員 長

委 員
前島　英樹

岩澤　武征

委 員 長

副委員長

委 員

山　谷　敬　二

阿　部　君　枝

議 会 運 営 委 員 会

秋元　直樹

岩澤　武征

佐藤　 　昇

佐藤    昇

髙　橋　義　詔

竹中　裕志

新政クラブ

阿部　君枝

竹中　裕志

黒坂　貴行

一宮　龍彦

山本    悟 稲場　仁子

髙橋　義詔

佐藤    登

秋元　直樹

委 員
一宮　龍彦 山本　　悟

黒坂　貴行

無　会　派

町民ネット

撰の会

佐藤　　登 渡部　正騎

副 委 員 長

委 員

広報特別委員会（４年）

委 　員 　長

委　　　　 員

稲場　仁子

秋　元　直　樹

議 員 会 役 員 （ ２ 年 ）

会　     長 一　宮　龍　彦

佐藤    登
幹      事

前島　英樹

黒坂　貴行

会 派 構 成

前田　篤秀 渡部　正騎

一宮　龍彦 山谷　敬二

今村　則康

前島　英樹

竹中　裕志

遠軽地区広域組合議会（４年）

議　　　　員

山本    悟 渡部　正騎

前田　篤秀 秋元　直樹

山谷　敬二
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